
こ
こ
く

新聞ら

こ
こ
く
ら

初夏号
2024

ここくらとは、埼玉県作業療法士会の【こころ】と【くらし】の地域支援推進委員会です
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誰でも気軽に参加することができる精神科作業療法に
ついて語り合う双方向型情報バラエティー番組です！
偶数月の第一土曜日にオンラインにて開催をしています。
次回は令和6年6月1日(土)19：30〜を予定しています。

▲今回のここくらOT室の当日の様子。オンラインのみで開催しました。埼玉県内の
作業療法士だけでなく、当事者の方にもご参加いただきました。
病院の歴史シリーズ第二弾！今回は、埼玉県立精神医療センターと埼玉精神神経
センターでした。当初企画していたコーナーをつぶしてまで盛り上がった歴史話。
いよいよ次回は最終回。どのような結末になるのか・・・？乞うご期待！

作業療法士は勿論のこと理学療法士・言語聴覚士・
看護師・介護支援専門員・作業療法学生・当事者の方等
誰でも無料で参加できる研修会です！
飲食もOKです。どうぞお気軽にご参加下さい。
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こ
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が
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様
に
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作
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等
を
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し
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が
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を
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第
33
回

精神科病院の埼玉県内の

歴史を探ろう
歴史から学ぼう

ここくら
OT室

６月１日

第33回埼⽟県作業療法学会

どんな時も作業療法
〜救命ICUから緩和ケアまで、

そして地域へ〜

2024年7⽉7⽇(⽇) 10:00〜17:00期⽇

会場 国⽴障害者リハビリテーションセンター
本館棟 講堂

主催：⼀般社団法⼈埼⽟県作業療法⼠会
後援：公益社団法⼈埼⽟県理学療法⼠会、⼀般社団法⼈埼⽟県⾔語聴覚⼠会
学会事務局：埼⽟医科⼤学総合医療センターリハビリテーション部

mail: 33otsaitama.conference@gmail.com

〇学会⻑講演
「どんな時も作業療法〜救命ICUから緩和ケアまで、そして地域へ〜 」
國友淳⼦⽒ 埼⽟医科⼤学総合医療センター作業療法⼠

〇基調講演1
「 re（再び・戻す） habilis（ふさわしい・適した）再考
〜”わたし”に帰るということ〜 」
儀賀理暁⽒ 埼⽟医科⼤学総合医療センター緩和医療科教授

〇基調講演2
「急性期リハビリテーションにおける作業療法と先進医療機器との融合」
⼤林茂⽒ 埼⽟医科⼤学総合医療センターリハビリテーション科教授

〇⼀般演題
〇座談会
⽣活に役⽴つ作業療法を考える〜作業療法経験者をお招きして〜

参加費：会員 2000円、⾮会員・関連職種 4000円、学⽣無料
詳細及び申込は左記の⼆次元コードか下記URLからお申し込みください
http://saot33th.kenkyuukai.jp/special/index.asp?id=41422

当⽇参加も可能ですが、事前申し込みにご協⼒をお願いします

歴史
シリーズ 今回は…

です

埼玉県立精神医療センター
埼玉精神神経センター連載第二弾

最終章

報活
告動

▼ロータリーに植えられた欅の木。10倍くらい大きく育ちました。

遂
に
６
月
は…

時
は
さ
か
の
ぼ
り
明
治
時
代
！
埼
玉
県
内
で
も
歴
史
の
深

い
丸
木
記
念
福
祉
メ
デ
ィ
カ
ル
セ
ン
タ
ー
（
旧 

毛
呂
病
院
）
及
び
埼
玉
医
科

大
学
グ
ル
ー
プ
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
是
非
と
も
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
こ
れ

で
あ
な
た
も
歴
史
マ
ス
タ
ー
で
す
！ 

  

埼
玉
県
立
精
神
医
療
セ
ン
タ
ー
は
，
平
成
２
年
４
月
に
埼
玉
県
内
初
の
効

率
精
神
科
病
院
と
し
て
開
設
さ
れ
ま
し
た
．そ
の
構
想
は
昭
和
48
年
ま
で
遡

る
こ
と
に
な
り
ま
す
．埼
玉
県
中
期
計
画
で「
社
会
復
帰
セ
ン
タ
ー
の
建
設
」

が
枠
組
施
策
と
し
て
設
定
さ
れ
た
の
で
す
．
そ
の
後
，
幾
度
か
計
画
の
見
直

し
が
な
さ
れ
，
最
終
的
に
精
神
衛
生
セ
ン
タ
ー
（
現
精
神
保
健
福
祉
セ
ン
タ

ー
），
県
立
病
院
，
社
会
復
帰
施
設
の
機
能
を
併
せ
持
っ
た
総
合
施
設
を
建
設

す
る
こ
と
と
な
り
，
精
神
医
療
セ
ン
タ
ー
は
，
埼
玉
家
立
精
神
保
健
総
合
セ

ン
タ
ー
の
診
療
部
門
と
し
て
そ
の
歩
み
を
始
め
ま
し
た
．
開
設
に
当
た
っ
て

は
，地
元
住
民
の
反
対
，県
内
の
民
間
病
院
・
埼
玉
県
精
神
病
院
協
会
等
と
の

連
携
の
在
り
方
に
つ
い
て
，
時
間
を
か
け
数
多
く
の
議
論
が
な
さ
れ
た
そ
う

で
す
． 

  

開
設
当
初
は
３
つ
の
病
棟
１
２
０
床
，
作
業
療
法
士
は
２
名
で
し
た
．
今

は
５
つ
の
病
棟
１
８
３
床
と
な
り
，
作
業
療
法
士
は
６
名
に
増
え
て
い
ま
す
．

開
設
当
時
正
面
ロ
ー
タ
リ
ー
に
植
え
ら
れ
た
欅
の
木
は
，今
で
は
10
倍
く
ら

い
の
大
き
さ
に
育
ち
ま
し
た
．
こ
こ
で
働
く
我
々
作
業
療
法
士
も
負
け
ず
と

育
っ
て
い
か
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
．
こ
こ
く
ら
委
員
会
の
活
動
を
通
じ
て
，
民

間
病
院
，
そ
こ
で
働
く
作
業
療
法
士
の
み
な
さ
ん
と
手
を
取
り
あ
い
，
対
話

を
重
ね
て
，
埼
玉
県
の
精
神
科
作
業
療
法
，
ひ
い
て
は
県
の
精
神
保
健
，
医

療
，
福
祉
を
よ
り
良
い
も
の
に
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
． 

    

埼
玉
精
神
神
経
セ
ン
タ
ー
は
、
１
９
５
３
年
に
（
昭
和
28
年
）
に
毛
呂
病

院
の
分
院
と
し
て
開
設
し
ま
し
た
。 

  

当
初
は
精
神
科
単
科
で
し
た
が
、
平
成
３
年
に
名
称
変
更
し
、
神
経
内
科

を
新
た
な
診
療
科
に
加
え
る
な
ど
、
幅
広
い
医
療
を
提
供
す
る
病
院
と
し
て

発
展
し
ま
し
た
。 

  

開
設
当
初
は
、
自
然
豊
か
な
環
境
に
囲
ま
れ
た
の
ど
か
な
雰
囲
気
の
中
で
、

患
者
様
と
ス
タ
ッ
フ
が
共
に
過
ご
し
て
い
ま
し
た
。
行
事
の
一
環
と
し
て
、

日
光
江
戸
村
へ
の
バ
ス
ツ
ア
ー
を
行
う
な
ど
、
院
内
の
活
動
も
活
発
に
行
わ

れ
て
い
ま
し
た
。 

  

精
神
科
医
療
の
変
遷
と
と
も
に
、
埼
玉
精
神
神
経
セ
ン
タ
ー
の
医
療
も
変

化
し
て
い
き
ま
し
た
。
慢
性
期
の
長
期
入
院
か
ら
救
急
病
棟
・
急
性
期
病
棟
・

デ
イ
ケ
ア
・
訪
問
看
護
と
、
段
階
的
に
入
院
中
心
か
ら
地
域
に
向
け
た
精
神

科
医
療
へ
と
転
換
し
て
い
ま
す
。
看
護
師
の
意
識
も
変
化
し
、
患
者
様
の
退

院
後
の
生
活
を
見
据
え
た
作
業
療
法
の
重
要
性
が
徐
々
に
認
識
さ
れ
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。こ
の
視
点
か
ら
、看
護
師
と
Ｏ
Ｔ
の
連
携
も
強
化
さ
れ
、よ

り
効
果
的
な
医
療
を
提
供
す
る
た
め
の
基
盤
作
り
が
始
ま
り
ま
し
た
。
法
人

名
で
あ
る
「
シ
ナ
プ
ス
」
は
「
地
域
医
療
と
福
祉
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
を
意
味

し
ま
す
。
今
後
も
そ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
に
Ｏ
Ｔ
も
貢
献
し
生
活
を
サ

ポ
ー
ト
で
き
る
よ
う
に
頑
張
り
ま
す
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こ
こ
く
ら
委
員
が
所
属
し
て
い
る
施
設
を
中
心
に
、
施
設
の
歴
史
を
発
表

し
て
き
た
シ
リ
ー
ズ
。
埼
玉
県
内
の
精
神
科
病
院
の
歴
史
を
知
っ
て
、
知
識

を
深
め
る
こ
と
が
狙
い
で
す
。
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、
埼
玉
県
立
精
神
医
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ー
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埼
玉
精
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経
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タ
ー
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発
表
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し
た
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に
な
り
ま
す
。埼
玉
県
中
期
計
画
で「
社
会
復
帰
セ
ン
タ
ー
の
建
設
」

が
枠
組
施
策
と
し
て
設
定
さ
れ
た
の
で
す
。
そ
の
後
、
幾
度
か
計
画
の
見
直

し
が
な
さ
れ
、
最
終
的
に
精
神
衛
生
セ
ン
タ
ー
（
現
精
神
保
健
福
祉
セ
ン
タ

ー
）、
県
立
病
院
、
社
会
復
帰
施
設
の
機
能
を
併
せ
持
っ
た
総
合
施
設
を
建
設

す
る
こ
と
と
な
り
、
精
神
医
療
セ
ン
タ
ー
は
、
埼
玉
県
立
精
神
保
健
総
合
セ

ン
タ
ー
の
診
療
部
門
と
し
て
そ
の
歩
み
を
始
め
ま
し
た
。
開
設
に
当
た
っ
て

は
、地
元
住
民
の
反
対
、県
内
の
民
間
病
院
・
埼
玉
県
精
神
病
院
協
会
等
と
の

連
携
の
在
り
方
に
つ
い
て
、
時
間
を
か
け
数
多
く
の
議
論
が
な
さ
れ
た
そ
う

で
す
。 

  

開
設
当
初
は
３
つ
の
病
棟
１
２
０
床
、
作
業
療
法
士
は
２
名
で
し
た
。
今

は
５
つ
の
病
棟
１
８
３
床
と
な
り
、
作
業
療
法
士
は
６
名
に
増
え
て
い
ま
す
。

開
設
当
時
正
面
ロ
ー
タ
リ
ー
に
植
え
ら
れ
た
欅
の
木
は
、今
で
は
10
倍
く
ら

い
の
大
き
さ
に
育
ち
ま
し
た
。
こ
こ
で
働
く
我
々
作
業
療
法
士
も
負
け
じ
と

育
っ
て
い
か
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。
こ
こ
く
ら
委
員
会
の
活
動
を
通
じ
て
、
民

間
病
院
、
そ
こ
で
働
く
作
業
療
法
士
の
み
な
さ
ん
と
手
を
取
り
あ
い
、
対
話

を
重
ね
て
、
埼
玉
県
の
精
神
科
作
業
療
法
、
ひ
い
て
は
県
の
精
神
保
健
、
医

療
、
福
祉
を
よ
り
良
い
も
の
に
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

    

埼
玉
精
神
神
経
セ
ン
タ
ー
は
、
１
９
５
３
年
に
（
昭
和
28
年
）
に
毛
呂
病

院
の
分
院
と
し
て
開
設
し
ま
し
た
。 

  

当
初
は
精
神
科
単
科
で
し
た
が
、
平
成
３
年
に
名
称
変
更
し
、
神
経
内
科

を
新
た
な
診
療
科
に
加
え
る
な
ど
、
幅
広
い
医
療
を
提
供
す
る
病
院
と
し
て

発
展
し
ま
し
た
。 

  

開
設
当
初
は
、
自
然
豊
か
な
環
境
に
囲
ま
れ
た
の
ど
か
な
雰
囲
気
の
中
で
、

患
者
様
と
ス
タ
ッ
フ
が
共
に
過
ご
し
て
い
ま
し
た
。
行
事
の
一
環
と
し
て
、

日
光
江
戸
村
へ
の
バ
ス
ツ
ア
ー
を
行
う
な
ど
、
院
内
の
活
動
も
活
発
に
行
わ

れ
て
い
ま
し
た
。 

  

精
神
科
医
療
の
変
遷
と
と
も
に
、
埼
玉
精
神
神
経
セ
ン
タ
ー
の
医
療
も
変

化
し
て
い
き
ま
し
た
。
慢
性
期
の
長
期
入
院
か
ら
救
急
病
棟
・
急
性
期
病
棟
・

デ
イ
ケ
ア
・
訪
問
看
護
と
、
段
階
的
に
入
院
中
心
か
ら
地
域
に
向
け
た
精
神

科
医
療
へ
と
転
換
し
て
い
ま
す
。 

看
護
師
の
意
識
も
変
化
し
、
患
者
様
の
退
院
後
の
生
活
を
見
据
え
た
作
業
療

法
の
重
要
性
が
徐
々
に
認
識
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
視
点
か
ら
、

看
護
師
と
Ｏ
Ｔ
の
連
携
も
強
化
さ
れ
、
よ
り
効
果
的
な
医
療
を
提
供
す
る
た

め
の
基
盤
作
り
が
始
ま
り
ま
し
た
。
法
人
名
で
あ
る
「
シ
ナ
プ
ス
」
は
「
地
域

医
療
と
福
祉
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
を
意
味
し
ま
す
。
今
後
も
そ
の
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
づ
く
り
に
Ｏ
Ｔ
も
貢
献
し
生
活
を
サ
ポ
ー
ト
で
き
る
よ
う
に
頑
張
り
ま

す
。 


